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緒 言

1900年Jacoby1)ハ 燐中毒ニ罹 レル犬 ノ肝臓ガ尋常肝臓ニ比 シ自家融解作用ヲ現ハスコト一層強キヲ認メ,

燐中毒ニ見ラルル特異ノ所見部チ肝臓,血 液,血 管,又 恐ラクハ脂肪移動ノ變化等ヲ酵素作用 ノ障碍ニ歸シ

テヨリSalkowski(1881年)ノ 初 メテナセル臓器 ノ自家融解 ニ關スル研究ハ更ニ其範圍ヲ擴大セラレ,生 體

内ノ蛋白新陳代謝ニ重要ナル意義ヲ有スル蛋白分解酵素ノ作用ニ對シ,種 々ノ化學的物質特ニ毒物ガ及ボ

ズ影響ニツキ,有 益ナル研究業績相踵イデ發表セラルルニ至 レリ,負酵素ヲ未ダ化學的純粋ニ分離シ能ハザ

ル今日,果 シテ自家融解酵素ガ生體内 ノ蛋白分解酵素 ト同一物ナリヤ否ヤハ,暫 ク別 トスルモ,自 家融解酵

素ノ研究ガ,生 體内ニ於ケル酵素ノ作用ヲ明カニスル上ニ,裨 益スル所少カラザルコトハ,何 人モ疑ヲ容レ

ザル所ナ リ.

古來水銀及ビ共鹽類ガ毒物 トシテ知ラレ,ヌ 藥用ニ供セラレ,今 日尚ホ治療上ニ應用セラルルコトハ,他

方,有 機化學ノ進歩 ト相俟チテ益々多カラントスルガ如 シ,從 ツテ水銀ニ因ル中毒モ亦古ヨリ甚ダ多シ.

飜 ツテ水銀蒸氣ニ就イテ按ズルニ本草綱目石部ニ 「匱蓋籍死ハ水銀 ノ氣ナリ」(棺中ニ入 レテ屍ヲ藏スル

ハ水銀ノ氣ヲ取ルナ リ),又 「凡ソ火 力ヲ用ヰテ煆煉スレバ飛騰シ靈散シ,人 ノ氣ニ觸レテ熏蒸スル時ハ骨

ニ入 リ筋ヲ鑽 リ陽ヲ絶シ腦 ヲ蝕スルモノ」トアリ,併 シLewin2)ニ ヨ レバ一般ニ毒性ヲ有スル揮發性物質ハ

往古餘 リ知ラレザ リシ如 ク,酸 化炭素,硫 化水素ハ其發見最モ古キモノニシテ水銀蒸氣.亞 砒酸蒸氣ガ種々

ノ 目的 ニ用 ヰ ラ ルル ニ至 リシハ,漸 ク16或 ハ7世 紀 ノ交 ナ ル ガ如 シ.

水 銀 ノ生 體 ニ對 ス ル 作用 ニ ツキ テ ハ,其 研 究 ノ多 ク ガ 水 銀 鹽 類 ノ作用 ヲ 檢 ス ル ニ限 ラ レ タ ル如 キ感 ア ル

モ,已 ニ1909年M. Ascoli u. G. Izar3)ハ 膠 様 水 銀 ノ肝 臓 自 家 融解 作 用 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ,膠 質 中 金 屬水

銀 ト シテ ノ含 量0.7mg以 下 ニ於 テ ハ(肝 粥50.0g全 液 量500.0g)何 等 影 響 ナ カ リシ モ,漸 次 増 量 スル ニ從

ヒ促 進 作 用著 明 トナ リ,含 量15.0mgニ 於 テ 最 モ 強 ク.更 ニ増 量 ス ル トキハ 却 ツテ非 凝 固 性窒 素 ノ減 少 ヲ詔

メ, 28.0mg以 上 ニ於 テ ハ寧 ロ抑 制 的 ニ作 用 スル ヲ認 メ タ リ.其 後(1910年)M. Truffi4)ハ 水 銀 化 合 物,即 チ

昇 汞(HgCl2),醋 酸 水 銀(CH3CO2)Hg,青 酸 汞Hg(CN)2,或 ハ 硝 酸 水 銀Hg(NO3)2ヲ 附 加 シ タル肝 臓 ノ自家融
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解 作用ヲ檢 シ,其 結果水銀鹽類ハ一定條件 ノ下ニ於テ(30.0g肝 粥,全 液量300.0cc)自 家融解 ヲ促進シ,其

最良促進量ハ,水 銀化合物 ノ種類ニヨルノミナラズ,各 試験ニ用ヰラレタル肝臓 ノ性質ニヨリテ異ナルヲ見

タリ.即 チ肝粥30.0gヲ 用 ヰ,液 全量300.0ccニ 於 テ,昇 汞ハ水銀量 トシテ2.0mg,5.0mg或 ハ7.0mgノ 何

レヲ用ヰタル場合ニモ,最 良促進量ナルヲ示シ,醋 酸水銀ハ7.0mg或 ハ1.0mgニ 於テ,硝 酸水銀及ビ青酸

汞ハ2.0mgニ シテ何 レモ最良促進量 タルヲ示 シ, 5.0-20.0mgノ 間 ニテハ弱抑制的ニツキ,昇 汞ハ同様水

銀トシテ20.0mgヲ 用 ヰルモ,常 ニ必ズシモ抑制スルモノナラズトセ リ.要 之,水 銀鹽類ハ用ヰタル肝粥

量及ビ全液量等 シキ場合,一 般ニ其附加セラルル鹽量ヲ増加スレバ非凝固性窒素ノ不均等ナル變化 ヲ示ス

モノニシテ,斯 カル現象ハ已ニIzar5)ガ 銀鹽類ニツキテ. Preti6)モ 亦他 ノ金屬鹽類ニツキテ經驗シ,其 後守

中7)ハ青酸汞ヲ以テM. Truffiト 略 ボ同様ナル成績ヲ得タリ.

最 近,余 等 ノ1人 伊原 ハ水 銀蒸 氣吸入ニ ヨル中毒 ヲ家 兎 ニ於 テ實驗的 ニ研究 シ,其 ノ病理 組

織學上,殊 ニ,神 經病 理學 上8)竝 ニ病理化學 上9)ニ 少 カ ラズ寄 與 スル トコロア リタ リ,而 シテ,

水 銀蒸氣 ガ各臓器組 織 ヲ障碍 スル機轉 ニツキテハ,余 等未 グ寡聞 ニシテ此 種研究 ノ發表 セラ レ

タルモノ アルヲ知 ラズ.思 フニ水 銀蒸 氣 ガ臓器 及 ビ組織 ヲ侵 スニ當 リ,其 ノ機能 ヲ損 フ コ トハ

云フ迄 モナキ コ トナル ガ,其 ノ爲 メニ臓 器及 ビ組織 ノ種 々ナル酵 素 ノ作用 ニ影響 アルべキハ何

人 モ容易 ニ想到 スル トコロナル ベ シ,於 是,余 等 ハ先 ヅ臓器 及 ビ組織 ノ蛋 白分解酵素 ガ水銀蒸

氣 ニヨ リテ如何 ニ影響 セラルル ヤヲ知 ラン ト欲 シ,次 ノ實驗 ヲ企 圖 セ リ.

實 驗 方 法

自家融解酵素 卜シテハ犬 ノ肝臓ヲ用ヰタ リ,即 チ犬ヲ失血死セシメ,無 菌的ニ剔出シタル肝臓ヲ粥状 トナ

シ,其 ノ20.0g或 ハ30.0gニ 「クロロホルム」水 ヲ加ヘテ全液量200.0或 ハ320.0ccト ナシタルモノニ,一定

時間室温ニ於テ水銀蒸氣ヲ通 ジタル後,肝 粥液中ノ總窒素量ヲKjeldahl氏 法 ニヨリ測定セリ.而 シテ,水 銀

蒸氣ヲ作用セシムルニハ,水 銀ヲ盛 リタル容器ヲ室温ニ置キ又ハ少 シク加温 シ,之 ヲ豫 メ硫酸中 ヲ通過 セル

空氣卜共ニ一定時間粥状液中ニ通 ジタリ,今其 ノ全装置ヲ圖示セバ下ノ如 シ.

他方,對 照 トシテ昇汞溶液又ハ金屬水銀 ノ一定量ヲ加ヘシ肝臓粥ニ,何 レモ同一時間室氣ノミヲ通ジタル
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モノニツキ非凝固性全窒素量ヲ測定セ リ.

次ニ水銀蒸氣ヲ通ジタル肝粥液中ノ水銀量(水 銀容器ヲ8囘60℃ ニ暖メタル場合)及 ビ一定時間中ニ肝

粥液中ニ溶ケタル水銀量ヲ測定セリ,即 チ前者ニ對シテハ,毒 物檢索 ニ通常用ヰラルルFresenius u. Babo

氏 法ニヨリ有機物質ヲ破壊シタル後,式 ノ如ク水銀ヲ硫化物 トシテ定量シ,後者ニ對シテハ初メノ通氣試驗

ニハ肝粥液ヲ容レ タル容器ノ前方ニ,次 ノ試驗ニハ其ノ後 ニ硝子管ニ納 メタル金箔ヲ置キ(圖 中「ポ ンプ」

ノアル方ヲ後方 トシ,金 箔 ノ前ニハ「カルシウム」管 ヲ置 ケリ)實 驗 ノ前後ニ於ケル金箔ノ重量ノ差ヲ水銀

量 トシ前置實驗ト後置實驗ノ差ハ容器中ニ留マ リタル水銀量ナ リトセリ.

實 驗 成 績

余 等 ハ如上 ノ實驗 ヲ行 フニ先 チ,水 銀蒸 氣 ヲ通 ゼシ食鹽水 ヲ加 ヘタル肝粥液 ニツキ,自 家融

解現象 ヲ非凝固性窒素 ノ量 ニヨ リテ檢 シタル ニ,「 ク ロロホル ム」加 食鹽水 ノ ミノ對照 ト大差ナ

キテ認 メタル ガ(第1表),水 銀 蒸氣 ヲ通 ジタル實驗 ニ於 テハ,第2乃 至第7表 ニ示 ス如 ク,肝

臓 白家融 解作用 ノ促 進或 ハ抑制 セラルル ヲ見 ルベ シ,即 チ水銀容器 ヲ室温 ニ置キタル時 ニハ促

進 ヲ,加 温 シタル トキ,換 言 セバ水銀蒸氣 ノ多ク發散 シ,從 ツテ粥液 ヲ通過 スル空氣 中 ノ水銀

蒸氣量大 ナ リシ トキニハ抑制 ヲ來 ス,而 シテ,之 等水 銀蒸氣 ノ作用 程度 ハ對照 トシテ行 ヘル昇

汞液 ヲ加 ヘタルモノ ト比較 セバ更 ニ明 カナル べ シ.即 チ水 銀容器 ヲ室温 ニ置 キタル トキ(第2

表).換 言 セバ,常 温 ニテ蒸 發スル水 銀蒸氣 ヲ通 ジタル實驗 ノ分解促進程度 ハ0.1%昇 汞 液 ノ

10.0cc(0.0074gHgニ 相 當 ス)ヲ 加 ヘタル モノ ヨリ稍 低 ク,水 銀容器 ヲ48時 間中 ニ3囘60℃

ニ加温 シタルモノ(第3表).即 チ蒸 發 スル水 銀蒸氣増加 シタル場 合 ニハ昇汞液10.0ccヲ 加 ヘ

タル モノ ト大差 ナク, 48時 間 中6囘60℃ ニ暖 メタル場 合 ニハ(第4表 乃 至第6表),昇 汞 液

10.0ccヲ 加 ヘタルモ ノニ比 シ分解 ハ著 明 ニ抑 制 セラ レ,非 凝固性窒 素ハ「クロロホルム」水 ノ ミ

ノモノ ヨ リモ少 ク,他 ノ場合 ニハ稍 多 シ,更 ニ8囘60℃ ニ加温 シタル モノモ(第7表)同 様 ナ

リ,而 シテ,肝 粥液中 ニ金屬水銀 ノ小量(0.0091-0.0183g)ヲ 加 へ48時 間空氣 ヲ通 ジタル モノ

ハ水銀容器 ヲ6囘 乃至8囘60℃ ニ暖 メタル場合 ト略 ボ等 シキ非凝固性窒素量 ヲ示 セ リ(第5及

ビ第7表).

而 シテ,水 銀蒸氣 ヲ通 ズル實驗 中肝粥液 中ニ止 マル水銀量 ハ48時 間後平均0.0068g(水 銀 容

器 ヲ室温 ニ置 ク), 0.0157g(水 銀 容器 ヲ8囘60℃ ニ加温 ス.第8表 及 ビ第9表 参照)ナ リ.之

ヲ數時 間宛 ニ別 チテ肝粥 液中 ニ止 マル量 ヲ間接 ニ測定量 シタルモノ ノ合計0.0147g(第10表)

ト比較 スル ニ,略 ボ相 近 キ値 ナ リ,尚 ホ,水 銀蒸氣 ガ金箔 ヲ通過 スル ニ際 シ完全 ニ捕集 セラ レ

ズ シテ一部 ハ其 ノ儘 通過 シ去ル如 シ,第9表 ノ前置金箔實驗 ニ際 シテ肝粥液 中ニ見出 シタル水

銀 量 ハ略 ボ遁散 シタル量 ト見ル ヲ得べク,之 ヲ考慮 セバ,第10表 ノ前 置金箔 ノ水銀量0.0246g

ハ 今少 シク大 トナ リ,從 ツテ後置 ノ金 箔 ノ水銀量 トノ差0.0147gハ 増加 シテ肝粥液中 ヨリ見出

サ レタル水 銀量0.0157g(第9表)ニ 更 ニ近 ヅクべ シ,コ ノ際後 置金箔 ニ於 テモ通過 シ去ル水 銀

量 ノアル コ トヲ考慮 セザルベ カラザル ハ論 ヲ俟 タズ.
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第1表　 (自家融解72時 間)

室温
第1日28.0-33℃第
2日28.5-32.8℃

第3日27.8-33.2℃

* 水銀容器ヲ室温ニテ2日 間通ジタル生理的食鹽水(300cc)

第2表　 (自 家融解48時 間)

室温 第1日28.0-33.2℃
.第2日28.0-33.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニオク

第3表　 (自家融解48時 間)

室温
第1日28.8-33.8℃

第2日28.8-33.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニオキ3囘60℃ ニ加温ス
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第4表　 (自家融解48時 間)

室温 第1日28.5-33.5℃
第2日28.8-33.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニオキ6囘60℃ ニ加温ス

第5表(自 家融解48時 間)

室温 第1日27.0-33.4℃
第2日27.2-33.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニ置キ6囘60℃ ニ加温ス

第6表　 (自家融解48時 間)

室温
第1日27.8-30.0℃

第2日27.5-30.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニオキ6囘60℃ ニ加温ス
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第7表(自 家融解48時 間)

室温 第1日28.5-33.5℃
第2日28.8-34.0℃

* 水銀容器ヲ室温ニオキ8囘60℃ ニ加温ス

第8表
室温 第1日16.5-26.2℃
第2日17.0-27.1℃

水銀容器ヲ室温ニオク

第9表
室温 第1日27.9-30.3℃
第2日27.5-30.5℃

水銀容器ヲ室温ニオキ8囘60℃ ニ加温ス
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第10表 室温 第1日27.9-30.3℃
第2日27.5-30.5℃

水銀容器 ヲ室温ニオキ8囘60℃ ニ加温ス

()ノ 中ハ何時間 目ヨリ何時間

結 論

1)肝 粥20.0g,全 容 量200.0ccノ 肝 粥液中 ニ送 入 セラ レタル水銀蒸氣 ノ大半 ハ此中 ニ溶 ケ,

一 部 ハ遁 散 ス.粥 液中 ヨ リ定量 セラ レタル水 銀 量ハ,送 人セ ラ レタル水銀量 ト粥液 ヨリ遁 散 ス

ル水 銀量 トノ差 ニ略ボ等 シ.

2)水 銀 蒸氣 ヲ肝 粥液中 ニ通 ズル ニ,其 ノ自家 融解 ハ促進 セラ レ(粥 液中 ニ發 見 セラ レタル

水 銀 量0.0068gノ トキニハ促進 ス).容 器 ノ加温 ニヨリ蒸氣 ヲ増加 セバ抑 制 セラル(粥 液中 ニ發

見 セラ レタル水銀量0.0157gノ 場 合 ニハ巳 ニ強 ク抑制 セラル).(5. 12. 2.受 稿)
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340. 6

Kurze Inhaltsangabe.

Experimentelle Untersuchung uber 

den Einfluss des Quecksilberdampfes auf die Organfermente.

1. Uber den Einfluss auf die Leberautolyse.

Von

Ryohei Nakai, Masaru Katsuno und Shigehiko Ihara.

Aus dem Gerichtsarztlichen Institut der Medizinischen Universitat Okayama.

Eingegangen am 2. Dezember 1930.

Bei diesem Versuche wird der Einfluss des Quecksilberdampfes auf den autolytischen 

Prozess in der Leber studiert, wonach der Quecksilberdampf diesen Progress fordernd 

oder hemmend bewirkt: namlich 150mg and 228mg nichtkoagulierbare Stickstoff

haltige Substanz (Kontroll: 128 sowie 110mg bei 0mg Hg) bei geringeren Dose and 

74mg (Kontroll: 106mg bei 0mg Hg) bei grosserer (15.7mg Hg) respectiv.

(Autoreferat.)
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